
 １２月 にじグループだより 
 瞬く間に時が流れ、２０２５年も残りわずかとなりました。「先生、なんでこんなに時間がすぎるのって早いんだ

ろう…」と少し寂しそうにお話をする Aちゃん。にじグループ 9人で過ごすのも気づいたらあと３か月だけです。

毎日を大切に、笑顔いっぱいで充実した時間を過ごしたいなと改めて感じました。 

 

１月の活動について 

 １月は凧作りやコマ回し、福笑いなどお正月ならではの遊びを楽しみたいと思います。作った凧をもって

須磨海岸に行き、凧あげもする予定です。ますます寒さが厳しい日々がやって来ると思います。園庭ではみ

んなが好きな音楽に合わせてマラソンをして体を温め、冬の寒さにも負けない強い体づくりをしていきたい

です。 

たくさんの落ち葉 

 園庭の木の下に絨毯のように落ちている葉っぱを見るたびに「吐き掃除

をしなければ…」と思っていた１２月あたま。外遊びのときに必死に落ち

葉をほうきで掃いて集めているお友だちがいました。何をしているのか聞

いてみると「ここは落ち葉のトランポリンなの！」とキラキラした目で教

えてくれました。別の日、砂場で穴を掘って温泉を作っていると「お湯を

入れるね！」とたくさんの葉っぱを抱えて嬉しそうに穴に入れるお友だ

ち。私は落ち葉を集めて綺麗に掃除をしたいということで頭がいっぱいで

したが、子どもの世界と大人の世界は違って、どんなものでも遊び道具に

変えられる、魔法のような心がなんだかうらやましいなと感じた出来事で

した。 

当たり前が出来るって素敵だね 

 ある日のお片付けの時間、たくさんの積み木を片付けるのに時間がかかっている

お友だちがいました。するとそこに「一緒にやろうか？」「手伝うよ」とお友だちが

集まってきました。そのおかげであっという間に綺麗にお片付けをすることができ

ました。すると積み木を使っていた Bちゃんが「みんな手伝ってくれてありがと

う」「先生も手伝ってくれてありがとう」と声をかけてくれました。自分が使ってい

ないおもちゃも自分のことのように手伝ったり、「ありがとう」と感謝の気持ちを伝

えたり、そんな何気ないやりとりですが、当たり前だと思うことを当たり前にでき

るってとても素敵で、やさしい心を持っているのだなと改めて感じました。 

今年１年間、保護者の皆様には様々な場面でご理解、ご協力いただきましてありがとうございました。１

月からもにじグループ９人で元気いっぱい、笑顔溢れる毎日を過ごしていきたいと思います。１月８日の始

園式の日にみんなに会って、たくさんお話が聞けることを楽しみにしています。 

来年もどうぞよろしくお願いいたします。良いお年をお迎えください。         担任 前田萌花 


